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年
で
、
現
存
す
る
沈
下
橋
で
は
最
古
の
も

の
と
し
て
、
国
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
橋
の
北
側

一
帯
に
広
が

る
集
落
が
壱
斗
俵
地
区
で
あ
る
。
壱
斗
俵

に
は
、
現
在
、

５０
世
帯
、

８６
人
が
暮
ら
し
て

い
る
。

さ
て
、
壱
斗
俵
と
い
う
地
名
の
山
来
は

応
安
年
間

に
さ
か

の
ぼ

る
。
応
安
年

間

（
１
３
６
８
～
１
３
７
４
年
）
は
南
北
朝
時

代
で
、
室
町
幕
府
の
将
軍
は
足
利
義
満
で

あ

っ
た
。
応
安
３
年
３
月
に
、
速
く
奥
州
南

部
の
地
か
ら
来
た
周
防
守
高
忠
と
い
う
人

が
田
畑
を
開
墾
し
て
、
穀
類
壱
斗
を
、
当
時

の
こ
の
地
の
支
配
者
に
献
上
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
域
を
壱
斗
俵
と
呼
ぶ
よ
う
に

な

っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
．
ま
た
、
江
戸

期
に
編
纂
さ
れ
た
書
物
に
よ
れ
ば
、
こ
の

壱
斗
俵
村
の
近
隣
に
南
部
村
と
い
う
記
載

が
あ
る
ピ
」
の
南
部
村
も
、
」品
忠
が
開
墾
し

た
地
域
で
、
彼
の
出
身
地
を
と

っ
て
名
付

け
た
と
み
え
る
ｃ
昔
同
忠
の

一
族
は
そ
の
後
、

南
部
氏
を
名
乗
り
、
徐
々
に
力
を

つ
け
て

い
く
。
１
４
１
９
年
に
は
津
野
氏
と
と
も

に
、
人
野
見
氏
を
破
り
、
こ
の
地
で

一
定
の

勢
力
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

時
代
は
進
み
幕
末
。
山
内
家
家
臣
と
し
て
、

藩
主
守
護
な
ど
を
務
め
た
野
村
成
満
と
い

う
人
物
が
い
た
．^京
、
大
坂
、
江
戸
な
ど
で
要

職
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
明
治
の
世
に
な
り

帰
藩
し
、
現
在
の
市
生
原
に
居
を
構
え
た
。

当
時
、
一官
斗
俵
や
市
生
原
な
ど
の
地
域
の
田

畑
は
、
数
キ
ロ
上
流
の
堰
か
ら
と
っ
た
水
を
、

四
万
十
川
東
岸
の
山
に
沿

っ
て
掘
ら
れ
た

農
業
用
水
路
に
流
し
て
き
て
使

っ
て
い
た
。

大
水
が
出

る
た
び

に
補
修
を
し
な
が
ら

使

っ
て
き
た
水
路
で
あ
っ
た
が
、
明
治
２３
年

９
月
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
、
と
う
と
う
壊
減

的
な
被
害
を
受
け
る
。
大
規
模
な
修
復
を

行
っ
た
が
、
ま
た
も
や
洪
水
に
よ
っ
て
決
壊
。

こ
の
事
態
に
、
野
村
成
満
は
法
師
ノ
越
山
に

水
路
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
し
か
解
決
策
は

無
い
と
考
え
、
農
民
た
ち
に
そ
の
必
要
性
を

説
い
て
ま
わ
り
、
工
事
に
か
か
る
費
用
を
集

め
た
．
そ
し
て
自
ら
が
測
量
を
行
い
大
１１
事

に
あ
た

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
強
固
な
岩
盤
に

阻
ま
れ
、
費
用
は
す
ぐ
に
底
を
つ
い
た
Ｊ
」

れ
以
上
農
民
に
負
担
を
か
け
さ
せ
た
く
な

い
成
満
は
、
自
ら
の
私
財
を
す
べ
て
投
げ

打

っ
て
費
用
を
工
面
。
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

ず
、
弟
に
も
私
財
を
供
出
さ
せ
、
と
う
と
う

１０
年

の
歳
月
を
か
け
て
掘
抜

い
た

の
で

あ
っ
た
。
以
降
、
市
生
原
、
一官
斗
俵
に
は
、
途

切
れ
る
こ
と
無
く
、
農
業
用
水
が
潤
う
こ
と

と
な
っ
た
。

近
年
に
な

っ
て
老
朽
化
に
よ
る
ト
ン
ネ

ル
内
の
崩
落
が
あ
り
、
平
成
１３
年
か
ら
３

年
を
か
け
て
補
修
。
ト
ン
ネ
ル
出
口
に
は
、

成
満
の
献
身
的
な
偉
業
を
讃
え
る
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。

成満の意志は平成の修復を経て

100年 を超えた

出生  死亡  転 入  転 出

8.277 -12  男 13 18
町のうこき

女 9,245 -10  女 3 12 10 11
17.522 -22  言十 7  23  23 29

世帯数 8,575 -11 (11月 中の届出)

窪川地域 12,318人  大正地域2,488人  十和地域2,716人

適正値(mgl)]2月 14日

リン酸 ≦ 10測 定範囲以下

硝 酸 ≦ 05  0199
アンモニウム ≦ 50測 定範囲以下

アニオン活性剤  ≦ 10 015
化学的酸素要求量  ≦10.0  2101

調査 1大正 (吾川 )

前月比(11月 30日 )人口

山賜
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